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ご提案の骨子

⇒外国人材が能力を最大限に発揮しながら定着し、
日本人材の気づきや刺激を与え、互いに信頼関係
を構築しながら、組織全体の活性化につながる

ご提案するのは・・・
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外国人と日本人が共生しグローバルチームで
お互いを理解しながら、やりがいをもって
働き続けることのできる組織づくり！

外国人受入体制構築支援コンサルティング

そのための



ご提案 3つのステップ

1．受入社内体制構築支援（Mustレベル）
1-①：労務手続き→雇用契約書、就業規則、給与（源泉ルール）等

1-②：外国人従業員への基礎教育→ソフトスキル教育

1-③：管理者向けの基礎教育→異文化コミュニケーション

以下のステップで、支援を進めていくことをご提案します。
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2．育成と定着のための受入社内体制構築（Betterレベル）
2-①：労務関係→ジョブディスクリプション明確化 など
2-②：管理者向けのマネジメント教育→指導・育成のコツ
2-③：サポート体制構築→社内メンター、上司との定期面談等

3．最大限に能力を発揮するためのキャリア支援（Bestレベル）
3-①：労務関係→外国人対応の人事評価制度作成
3-②：外国人対応のキャリア形成の明確化
3-③：管理職によるキャリア面談



ステップ1．受入社内体制構築支援の例
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1-②：外国人材への社内基礎教育→ソフトスキル教育

◆外国人が日系企業で働く側の課題

主体性、創造力、論理的思考が乏しい
挨拶、時間厳守などのビジネス習慣に難有
自分の過失を認めようとしない など

ソフトスキル（労働倫理、ビジネス習慣など）が必要

仕事をする上での基礎的能力があり、
主体的な意識・姿勢を持ちながら

組織の一員として責任を持って行動ができ
会社の期待に応えることができる人材

◆ソフトスキル実施することで、目指す人材像



ステップ1．受入社内体制構築支援の例
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働く意義
企業活動と組織
働く基本
仕事の進め方
問題解決
チームワーク
日本の文化・習慣

◆ソフトスキルカリキュラム

1. 働く基本とは？
(1) 何故基本が必要か？

2. 必要な意識・習慣・行動
(1) 時間を守る
(2) 規則を守る
(3) 挨拶をする
(4) 服装を整える
(5) 安全・衛生を意識する

3. 職場での適切な態度

※ 上記実施目安：6時間/1日×2日間
基本的に日本語での実施ですが、英語でのフォローアップも可能です。


